
第１３回多可町子ども・子育て会議 記録 

日時  平成２９年５月１２日（金） 15:00～17:30 
場所  多可町教育委員会 会議室  
参加者  ●委員 

出席：鈴木会長、木俣副会長、長谷川委員、安藤委員、松本委員、

數原委員、小林委員、高橋委員、清水谷委員、藤本委員、

上野委員、多方委員、萬浪委員、吉崎委員、高見委員、 
岡本委員 

●事務局 
 岸原教育長、こども未来課 今中課長、市位 

会議内容 １．開会 
２．委嘱状交付 
３．会長あいさつ 
４．教育長あいさつ 
５．自己紹介 
６．報告事項 
１）保育料、一時預かり料金、延長保育料、病児保育事業につ

いて 
２）町内保育施設・幼稚園在籍数について 
３）その他 

７．協議事項 
１） 公私連携による両キッズランドの運営について 

・多可町立キッズランド運営法人選定委員会設置について 
８．その他 
９．閉会 

資料  ・第１３回多可町子ども・子育て会議資料 
１．開会 
２．委嘱状交付 

全委員へ委嘱状を交付。 
３．自己紹介 
４．教育長あいさつ 
  みなさん、こんにちは。お忙しい中ご苦労様です。５月も中旬になり、野山の新緑が

美しい季節になりました。さわやかなのはこの時期だけで、もうしばらくしたら暑い時

期になってまいります。今日は、平成２９年度第１回目の子ども・子育て会議、通算で

は１３回目になります。平成２５年６月から、すべての市町村でこの会議を設置し、そ
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れぞれの市町村の子ども・子育て支援に関する施策等について調査、審議する会議でご

ざいます。１６名の委員さんにはいろいろお世話になりますが、よろしくお願いいたし

ます。 
本日の協議内容にもなっておりますが、平成２７年度から審議をしてまいりました、

「公私連携によるキッズランドの運営」については、本年の３月議会で承認され、平成

３１年４月の開園に向けて準備を進めていきます。 
今年度は、運営法人の公募及び、決定を行います。委員の皆様方には、２年間お世話

になりますが、よろしくお願いいたします。本日はご苦労様でございます。 
５．正副会長選出 
 会長・・・鈴木正敏氏 副会長・・・木俣美代子氏 

６．報告事項 
事務局から説明 
 

１ ） 保育料、一時預かり料金、延長保育料、病後児保育事業について 

別紙会議資料４～６ページにより、事務局から説明。 
【会長】昨年の子ども・子育て会議でご相談いただいて、事務局の説明のように決定

させていただきました。ご理解いただければと思います。この件について何か

ご質問ございますか。 
【委員】特に意見なし 

 
２ ） 町内保育施設・幼稚園在籍数について 

別紙会議資料９ページにより説明 
【会長】園児６００人規模を維持しているということで、この施策がこのままうまく

いけばと思います。この件につきまして、何かご質問ございませんか。 
【委員】特に意見なし 
【会長】その他は、何かございませんか。特になければ、報告事項を終わらせていた

だき、協議事項に移らせていただきます。協議事項は、「公私連携による両キ

ッズランドの運営について」と「多可町立キッズランド運営法人選定委員会設

置について」でございます。 

    事務局より説明をお願いいたします。 

 

 
 
７ ．協議事項 

１ ）公私連携による両キッズランドの運営について 

 ・多可町立キッズランド運営法人選定委員会設置について 
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別紙会議資料８～２５ページにより事務局より説明（修正分も含めて） 
【事務局】配布させていただきました資料につきまして、ご質問を１点いただいており

ます。質問内容につきましては、施設の名称についてです。「キッズランドやち

よ」という名称は良いのですが、「キッズランドかみ」と「キッズランドやちよ」

は、これはあくまで予想ですが、おそらく別々の法人が受けられることが考えら

れますので、同じ法人が受けられれば両方キッズランドでよいと思うのですが、

別々の法人が受けられた場合は、名称を変えたいとそういう意見でありました。 
ところが、各保護者会と調整させていただいている中では、名称は慣れ親しん

でいる「キッズランドかみ」、園歌についても「キッズランドかみ」という文言

が最後にでてきますので、できることなら園歌についても変えてほしくない。そ

れから、制服、体操服、帽子についても今のまま引き継いでほしいというご意見

をいただいております。事務局としてはこの要項どおり、名称は、「キッズラン

ドかみ」「キッズランドやちよ」ということで引き継いでいただくことを条件に

させていただきたいと思いますが、そのあたりについてもご意見をいただいて、

ご承認をいただきたいと思います。 
【会長】キッズランドの名称についての意見が出ておりますが、保護者会の意見はどう

でしょうか。非常に大きなテーマですので難しいとは思いますが、順番に委員の

方に意見をいただきたいと思います。 
【委員】そうですね。そのままでという意見が多いと思います。体操服もお金がかかっ

ていますので、そのままでお願いしたいという意見が多いと思います。 
【会長】なるべく現状を変えないように、このまま引き継ぐところは引き継いでという

意見が多いようですが。新委員になられて、回答を初めにしていただき申し訳な

かったのですが、子どものためということですね。 
【委員】先日も帽子の件でいろいろとありました。４月から役員になって間がなかった

ので、あまりわからなかったのですが、帽子１つの件でも議論が前に進みません

でしたので、名前が変わるとなると今後、受けていただく法人と保護者との信頼

関係にも影響すると思われ、良いスタートが切れないと思いますので、このまま

のほうが良いのかなと思います。 
【会長】名称のところは原案どおりでいきたいということですね。保護者の方と先生方

等でご協議をされた経緯もあるかと思いますので、できれば原案どおりというこ

とで進めさせていただき、選定委員会に諮るということでよろしいでしょうか。

他に何がございませんか。 
【委員】法人から合同保育に派遣する職員に対する補助金を交付するという文言を削除

し、検討という文言に変更するということですが、法人から派遣する職員につい

ては、施設長、副施設長や主任保育士級が配属ということになると思われますの

で、施設の３本柱の１本を預けてしまうということになると思います。園として
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は、とても大変な状況になってしまうと予想されます。その変わりの保育士を新

規に雇用することになりますので、せめて、公立の嘱託職員の方の給料分ぐらい

は、補助金を出していただきたいのですが。いかがでしょうか。 
【事務局】おっしゃることはよくわかりましたので、この一文は削除させていただきま

すが、今後の課題として内部で協議して議会とも協議していきたいと思います。 
【教育長】この部分も議論をしたところです。そこまで、補助金を出す必要があるのか。

町としては、受けていただく法人にその費用を見ていただくべきでないか、とい

う意見も出ているところです。そうしてでも、うちはこの施設を町から引き継い

で公私連携で運営する。そういうことも考えていただいて、受けていただく法人

に、お願いする必要があるのではないか。ここも大分議論をしたところです。町

としては、そういったことを考えているところですので、ご理解いただきたいと

思います。  
【委員】そのあたりは、十分わかっているところですが、どの園もそうだと思いますが、

１年間の予算の中で人件費を支払っておられると思います。特に合同保育で派遣

する職員は、新任職員の２～３名分ぐらいの給料になります。１年間その職員が

いないので、その職員がしていた仕事を他の職員が手分けしてすることになりま

すので、その辺も加味していただけたらと思います。 
【会長】非常に難しい話になりますが、私個人的な意見ですが、教育委員会は補助金を

出してもよいと思われていると思いますが、財政当局がなかなかということでしょ

うか。これから、調整していただけたらと思います。 
【教育長】ここで決定というのは、今の段階ではできかねます。思いは十分伝わってき

ました。園の運営はそんなに余裕のあるところでやっているのではないということ

は、わかります。そのあたりは、十分検討させていただきます。 
【会長】建物とか土地の件等は、議会ではご承知の上でご承認いただいたということで

すね。 
【教育長】この形でご理解いただいて受けていただこうと思っております。土地の賃借

料につきしては、金額が当初より１カ月あたり５千円から、１万円増えております。

これはその地域の固定資産評価額等で算出した結果であり、根拠を明確にしたもの

です。変更をお願いします。 
【会長】合同保育時の法人への町からの補助金については、町は努力してくださいとい

うことをこの会では、お伺いしたということでよろしいでしょうか。 
【事務局】記録に残して検討させていただきます。 
【会長】宍粟市等の先進地での事例もあると思いますので、その辺を参考にしていただ

いたらと思います。どちらになるかわかりませんが、この会で結論をだすわけには

いきませんので、役場のほうで考えていただくということで、よろしいでしょうか。

受ける法人が決まってから運営の部分で協議することが、結構でてくるのではない
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かと思います。ほかに何かありませんか。 
【委員】１点、表記の仕方のところで、４６ページの（ ）書きの園舎のところですが、

「子育てふれあいセンター棟」とありますが、「子育て棟」でよいのではないでし

ょうか。 
【事務局】はい、「子育て棟」に修正させていただきます。 
【委員】要項は、このまま訂正がなければ、補足もなくこれが要項になるのでしょうか。 
【事務局】はい、そういうことになります。 
【委員】園を運営していますと一番お金がかかるのが、人件費、保育材料だと思います。

ここに書いてある近年の支出状況を見ますと人件費と保育材料とか一番お金がか

かるところが書いてなくて、キッズランドを今までどおりに維持してほしいという

のが、保護者の方の一番の要望だと思うんですが、それを当法人で維持・継続でき

るのかどうかをきちんと検討しないと、責任を持ってお引き受けするとは言えません。

人件費・保育材料など、詳細の収支報告書等が別にあるのでしょうか。 
【事務局】実際にかかっている管理経費の部分だけを掲載することになります。今おっ

しゃったように人件費の部分は掲載しない方針です。といいますのは、公立園でも

民間園でも何歳児については、最低何名の保育士を置くという基準は同じですので、

子どもの数が何人だったら必要な保育士の数が何人ということで、それは必然的に

保育士何名というふうに計算できることと理解していただいて、人件費を除く管理

経費のみお示しさせていただいたということで、ご理解いただきたいと思います。 
【委員】お給料がこの金額を下回らないように、それを維持していくために･･･、例えばこ

ども園になった場合に、予算案から、このような事業をしますと計画をたてるわけで

すが、自分の園ですと、予算と事業計画が見合うように、今まで通りの活動内容を続

けるのか、または変更する、とか考えます。退職者があるとか、新しい保育士を採用

するとか人件費の予算も影響してきます。そういう状況に合わせて、自分の園だと活

動内容も保育材料費も自由にさわることが出来ます。 
キッズランドさんが民営化されても、これまで通り、慣れ親しんだ先生と子どもとの

かかわりを大切にしたいというのが強い思いだと思いますし、そのまま、気持ちよく

お仕事していただこうと思っていたら、その辺のところ（人件費、保育内容を実践す

るために必要な材料費）を把握できていないと責任を持って、先程と一緒のことを言

いますが、そのまま継続していくよう要望されても、お応えするには、大きな不明瞭

点があると思います。 
それと、話はちょっとそれますが、１９ページの募集要項に参加表明の受付とありま

す。その次に現地説明会とあります。参加表明というのは現地説明会に参加するため

の表明なのか、それとも応募するための参加表明なのか、どちらなのでしょうか。要

するに大きな必要経費に関することの表記もありませんし、それから、現地説明会が、

先生方がどういう思いで保育されているかとか、保護者の方は、運営者が変わっても
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こういう保育をしてほしい、というお話合いが出来る等、そういう場になるのか、そ

れもわからない状態です。まず、お話を聞いて現状がどうなのか知った上でないと、

多可町に住む子ども達の最善の利益を考え、私達の経験とそれから今までいらっしゃ

った先生たちの経験と一緒に合わせて一緒にもっと良い保育にしていきましょう、と

いうことが始まりません。今の現状や要望を知らないのに『表明します』と言うのは、

ちょっと無責任じゃないかなと私は思いました。現地見学と説明会の前に参加表明と

いうのは手続きが重い感じがするのですが、いかがでしょうか。 
【事務局】この参加表明というのは、とりあえず応募したい、という参加表明というふ

うに受け止めていただきたいと思います。参加表明をしていただくということは、

現地説明会にも必ずご出席をしていただかなければなりません。現地説明会には各

法人から３名まででご出席いただいて、現地で施設を見ていただいたり、保育状況

を見ていただいたり、また職員の年齢構成、嘱託が何名、正規職員が何名、年齢が

どのくらいであるか、という状況もお示しをしたり、賃金の現状もお知らせをさせ

ていただいたり、いろいろやり取りをしながらご理解をいただいた上で、応募をし

ていただきたいと思います。ただ、参加表明をしていただいて現地説明会に参加を

して取りやめ、応募しないということも有りうるということです。 
【委員】現地説明会で、ようやくどういう状況でお仕事をされていたとか、要望である

とかわかるということでしたら、その前に応募しますと手を挙げることは、とって

も軽はずみな感じが私個人としては思うのですが、どう思われますか。 
【教育長】正式に受付というのは７月３日から７月１４日までありますので、現地説明

会で、やめるというケースも当然あると思いります。ただ、現地説明会へどこの法

人が来られるかわからない状況では、こちらの段取り等もありますので、できまし

たらこういう形でさせていただきたいと思います。ご理解いただきますようお願い

します。 
【委員】何度も言いますけれども、現地説明会の場で決算報告書であるとか、財産目録

であるとか備品で古いものや新しい物がありますよね。そこで、どれぐらい、費用

がかかるのか、これで十分やっていけるとか、それから、オープンにできない物で

処分しなければいけない物とか、細かいことがあると思います。そういうことを現

地説明会の場で、文書で明らかにするということで理解してよろしいでしょうか。 
【事務局】ある程度ということでご理解いただきたいと思います。先程言われました、

人件費の部分は、お示しすることは特に考えていません。現状を言いますとキッズ

ランドの職員のうち正規職員が３割で、あとは嘱託嘱員が７割という状況ですので、

嘱託職員の賃金については、この中にお示ししていますので、子どもの数から考え

て保育士の数をだいたい算出していただいて、おおよその人件費はこれぐらいであ

ろうということは、法人さんのほうが良くご理解をいただいていると思いますので、

それで計算していただきたいと思います。 
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【委員】参加表明をした場合に、それを公開されるのでしょうか。例えばホームページ

であるとか。 
【事務局】それは、公開はいたしません。とりあえず、参加表明をして施設見学をして

みようという気持で表明していただけたらと思います。ただ、正式な応募書類は、

７月３日から７月１４日までということになっていますので、この書類を提出され

たら正式に応募されたということになります。７月２５日の公開プレゼンテーショ

ンでは午前９時から法人さんがプレゼンテーションをされる順番をお知らせする

かどうかも含めて今後、選定委員会等で検討していきたいと思います。 
【委員】参加表明書というのはどんな様式なのか見てみようと思いまして、先程、園の

ほうで教育委員会のホームページを見たのですが、なかなか見つからなかったです。 
【事務局】まだ、お示ししていません。 
【委員】この参加表明書については、どこの園の誰が現地説明会に行きますという程度

のもので、準備がなにか必要というとはないでしょうか。 
【事務局】それは、ないです。参加表明します。６月１９日の現地説明会には園から誰々

が参加します。それだけのものです。 
【委員】わかりました。ありがとうこさいます。 
【会長】６月１９日はどちらに行けばよいのでしょうか。 
【事務局】午前９時３０分からキッズランドかみ、午後２時からキッズランドやちよと

いうことで、これは要項の中に入れております。 
【副会長】１８ページの（７）の（オ）ですが、先程、「できるだけ」という部分を消

されたと思うのですが、今現在、中区、加美区、八千代区の園も町内で食材全部を

買われているのでしょうか。町外の業者でいくらか買われているのではないでしょ

うか。今現在どうなっているか。ということをお伺いしたいと思うのですが。園が

私のところは町内で買わなくてはいけない。前からの取引はどうなるのということ

になった場合、ちょっと大変かなと思います。現在、提供している給食の献立が困

難になるのか。逆で良い面もあるのか。その辺はどうでしょうか。 
【事務局】現状のキッズランドかみ、やちよで全部が全部町内で食材を買わせていただ

いているという状況ではありません。まとめて、食材を買うのにやはり、大手の町

外業者から購入させていただいている物もありますので、現状ぐらいは町内で購入

していただきたいと思いますので、「基本」という表現でお願いしたいと思います。 
【教育長】町内業者で購入できない物については、やむを得ませんが、町内業者の活性

化のために、町内業者で購入できるものは、町内業者で購入してください。町内業

者で購入する割合が減少することのないようにお願いします。 
【副会長】同じ１８ページの５の下のほうですが、平成３１年から２カ年程度園長１名、

保育士１名正規職員が法人に派遣される、と書いてあるのですが、園長なり保育士

はどんな立場で派遣されるのかなと思うのですが。いかがでしょうか。 
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【事務局】２年間については、公立の園長クラスの者が１名と保育士１名が法人に派遣

されるということになります。新しい幼保連携型認定こども園の、園長をさせてい

ただきたいということございます。宍粟市の「ちくさ杉の子こども園」と一緒とい

うことです。２年間は、派遣された園長の下で園運営をしていただくということに

なります。 
【会長】法人さんと保護者さんと今までの園長さんとで協議をして進めていかなくては

いけないので、そこのところは、結構重圧だと思うのですが。いきなり、上が変わ

ると園の運営自体が変わってしまいますので。今、非常勤で両キッズランドに来て

いただいている嘱託職員さんが全員残っていただくことを考えていますので、そし

たら今までの園長がその上におられたら安心ですね。それから、だんだん混ざって

変わるということが、徐々におきていくことになると思います。徐々にだったらい

いのですが、急に変わってしまうと子どもも先生も保護者も困ってしまいますので、

そのようなことにならないようにということです。 
【副会長】そのほうが、保護者も安心ですね。 
【会長】最初は、経営主体だけが変わるだけというふうにしたほうがよいと思います。 
【教育長】今のキッズランドと、基本的には同じ路線で行きます、という姿勢を持って

いただいている法人に受けていただきたい。これまでの路線から急に変わるという

ことは困ります。今のキッズランドの状況を十分踏まえていただいて一緒になって

運営しますという法人に受けていただきたい。そう考えてもらえたらと思います。 
【会長】みんなで運営するのが基本です。今までのキッズランドの方針を劇的には変え

ない。お互いに例えば、公立園の良いところ、民間園の良いところを繋げていきな

がらだんだんと良い方向にいけばと思います。いろいろ提案して後に残る先生方も

法人さんも納得して良いものにしていくということで、ご提案いただけたらありが

たいと思います。それで、成功したらうれしいと思います。民間移行後、バタバタ

しないようにしたいとも思います。宍粟市「ちくさ杉の子こども園」は、全国誌に

紹介されます。できるだけ、今おられる嘱託職員の方には残ってもらわないとえら

いことになりますね。経験者は配置しておかないと。新しい先生ばかり集めて今ま

でどおりの運営ができっこありませんので、最低ラインのところは書いて約束を守

ってもらわないと今の人員が確保できないと思います。できるだけみなさんで協力

して運営していただきたいと思います。合同保育の補助金も何とか検討していただ

きたいと思います。 
【委員】事務関係の備品もそのまま置いていただいたら助かるのですが。パソコン等が

ないと新たに投資しなければいけない。 
【委員】事業に係る備品は置いておくが、事務に係る備品は全部引き上げるそういうこ

とでしょうか。職員室の先生の机も引き上げるそういうことでしょうか。 
【会長】机等は持って帰ってどこに置いておかれるのですか。パソコンはいるかもしれ
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ませんが。 
【教育長】ここで、即決はできませんが、思いは聞かせていただいておきます。 
【会長】要望として、お願いしておくということで、安く払い下げるということも考え

ていただくようお願いしたいと思います。レンタルという方法もありますね。 
【事務局】宿題としてお預かりさていただきます。 
【会長】それで、業務が滞ったら大変ですので。 
【副会長】かみもやちよも１名１台程度で持っておられると思いますので。 
【委員】電話番号は、どうなるのでしょうか。 
【事務局】電話番号はできれば変えないようにしたいと考えています。そうなると、電

話の権利権の問題もあると思います。あと、水道や電気も同様に名義の変更やキッ

ズランドやちよと子育て棟との水道や電気の分離が必要になります。今後、調整し

たいと思います。 
【教育長】その辺は検討させていただきたいと思います。 
【会長】できるだけお金をかけないように、お願いしたいと思います。 
【副会長】それと、できるだけ子どもと保護者に迷惑をかけないようにお願いしたいと

思います。 
【委員】子どもと保護者のサービスの低下をしないということ、備品をいろいろ引き上

げることは反比例すると思います。サービスも給料も下げないで先生もそのままに

しておいてください、というのはどうでしょうか。 
【事務局】そのあたりは、毎月の運営費を町からきちっとお支払いをさせていただきま

すので、施設型給付費の中で運営をしていただけたらと思います。 
【会長】最初のほうは、私個人的には少し優遇してもよいかとも思いますが。現状を維

持することを最大限に考えたときに給料面は非常に大事ですので、何年かしたとき

にだんだん給料が下がりましたという事態は避けたいと思います。そうならないよ

うにするには、町のほうでも考えていただきたいと思います。給料も上げたいしと

思えば、町からの補助金がどこまで出るかということになりますね。今、キャリア

アップしていく必要がある。質を低下させるのは非常に簡単で新規の先生を月給１

１万円ぐらいで雇えばよいのですが、それはいやですよね。町としては。民営化し

ました。質が下がりました。保育士を派遣業者に頼むのもいやなので、その辺は努

力していただきたいと思います。宍粟市の「ちくさ杉の子こども園」も２年ぐらい

の園長派遣でしたが、今もまだ、園長は派遣されています。今どこでも保育士が足

りないので心配しています。一番かかる人件費の部分はある程度、町が負担してい

だかないと難しんじゃないかと思います。平成３１年４月から開園で保育士がいな

いから開園できませんでしたというふうにならないように、いろいろ考えていただ

きたいと思います。パソコンがなくなったから業務ができませんというふうになり

かねないので、保育士確保も含めて考えていただけたらと思います。それは、役場
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のほうもわかられていると思いますので。他にご質問ございますか。まだ、発言さ

れていない方にお願いいたします。 
【委員】私は、まったくわからないのですが、私はここにどういう立場で来ているのか

さっきからずっと考えていたのですが。聞いていて少し流れはわかりましたが、先

程でていた平成３０年度に職員等の派遣の問題であるとか、２年間は町の職員を派

遣するということがありましたよね。一方、先程教育長が新たな思いでやってやろ

うという法人に手を挙げてほしいということも言っておられました。「キッズラン

ドかみ」に係る公私連携の募集の目的の欄に「安心して楽しく子育てができる多様

なニーズに対応できる体制づくりとして民間の能力を活用し」と書いてあります。

まぁ２年間は引き継ぎでお互いに協調して園を運営されると思います。その後、経

営方針が変わったりしたときに一番被害を被るのは子どもたちですから、その言わ

れている民間の能力をどこで発輝するということになった場合に、新たにやろうと

して法人が意気込んできたわ、今までの運営方針を引き継いでやってくださいねと

いうことで、やろうというようになるのか。その辺がちょっとわかりづらい。全国

的な流れがあるので、一遍に変えることは出来ないにしても、そこは、どうなのか

なと思います。民間の能力、サービス、ニーズに対応できる体制作りというのは、

受けた法人は２年間は黙っていて、２年後にスムーズな運営ができるのか。学校経

営とか園の経営というのは、いわば１年待ったなしのところがありますので、これ

だけ、社会の情勢が変わるような時代において、とんでもない経営者がでてきて、

今、世間を騒がしているような事態にならないとは思いますが、そういうことも考

えられなくはないと思います。町としてはただ、公私連携と謳っているけれどもす

べてのことを移行するということで、考えられておられるのかどうか。民間の活力、

能力を活用する。それをどこまでやろうとされているのかというのは、わからない

し、私自身もここに来て何をどうするかというのもさっぱりわかりません。そこに

おってくださいよということだけでしたら、次回の会議は８月１日と書いてありま

すが、そういうところだけに、参加して何もわからない。もちろん議決権なんてな

いでしょうし。というふうなことで、自分がいるスタンスがまったくわからないの

で、実は困っているところです。感想も含めて。 
【会長】今までの経緯がありますので、その点で理解に苦しまれたことにつきましては、

申し訳なかったです。すみません。ご指摘のとおり民間の活力、能力の活用をどの

ように考えておられか、この辺はどうでしょうか。 
【事務局】今まで、公立がやってきたことを引き継いでいただきつつ、また、民間の力、

カラーも出していただきながら、以前よりもよりよい園づくりをしていいだくとい

うふうにご理解いただきたいと思います。それと、子ども・子育て会議については、

多可町の子ども、子育て支援に関する施策を考える最上位機関というふうに考えて

いただいたらと思います。子ども、子育て支援をどうするか、また、保育料をどう
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いうふうにしていくか、ということも含めて全部、この場で協議していただいて、

子ども・子育て会議で決めていただいたことは、そのまま議会のほうに提出させて

いただいておりますので、委員さん方お一人、お一人のご意見が尊重されるという

ふうにご理解いただきたいと思います。 
【委員】私も、民生児童委員という立場で参加はしておりまして、今回はじめて出席さ

せていただきました。私の立場からしますとやっぱり、どういいますか、一番大事

であろう子育て支援の部分で、現在、常時頑張っていただいている、みどりこども

園さん、あさかこども園さん、四恩こども園さんとかがおっしゃっていることは、

そのとおりだと思います。ようは、子育てが十分支援できるように、それを当然、

町のほうは民間の活力を活用してというふうに言われているけれども、逆に１年町

のほうの経費を削減みたいなそういう部分も後ろにはあるのではないのかなとい

うふうなことも思ったりもします。そのことによって、将来の多可町を担っていた

だく子どもの子育てが後退するようでは困りますので、その辺のところは十分意見

を聞いていただいて、できるだけそれが、尊重されるような方向で町としても取り

組んでいただきたいなぁと。そんなことを願います。 
【教育長】今、言われましたように公私連携をすることによって今より教育、保育が後

退することは、絶対にあってはなりません。そして、今キッズランドに子どもを通

わさせておられる保護者が、納得していただく。今のキッズランドの良さは、残し

てくださいよ。今までずーと何年もかけてこの委員会や保護者懇談会で話をしたと

きに、「今のキッズランドの良さは絶対残してよ」このことは、私たちも多く聞い

てきたところです。今以上のものを作っていく。ただ、これだけは理解していただ

きたいと思うのは、国そのものが、民間で運営するというところには、国からの支

援は公立でやるよりも多くのお金が投入されます。国は、民間でやるときは、これ

だけの費用を出しますという施策は、町としては活用させていただくことが、引い

ては、保護者や子どものプラスになると考えています。だから、そのデメリットの

部分をどう公私連携という中で、私たちも口も出します。保護者と一緒にその園を

どういうふうに運営していったらいいのか。保護者の皆さんが、公私連携になって

良かった、と言っていただけるような、園を一緒になって作っていきたいと思いま

す。公私連携になったからといって民間の色がぱっと出てくることは、誰も期待さ

れていないと思います。ただ、変えていく必要があるところは、保護者の同意のも

とで変えていく。こういうほうがいいということがあれば、改善していただきたい

と思います。いい方向にみんなで考えていかなくてはならないと思います。公と民

とがどこまで、一緒になってやれるか、お互い知恵を出し合いながら、納得できる

ところで進めていきたいと思いますので、ご理解をお願いします。 
【会長】お金を国から引き出す一番いい方法です。町の持ち出しは、１／４だけですみ

ます。公立ですと１００％持ち出さなくてはいけないので、市区町村では民営化し
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ていくことが改革の大きな柱になっています。ただ、それをやりすぎて今新聞等で

言われているようなことになるのは、避けたいですね。幸い、多可町の法人の皆さ

んはしっかりされていますので、そこは心配ないと思います。逆に楽にというかあ

まり負担なく担っていただくことを皆さんで考えていかなくてはならないと思い

ます。また、保護者の方が思われていることを吸い上げたりとか、それについて、

法人も町のほうもそれに対してきちんと答えられるような、そういった仕組みとい

うものをなるべく作っていけたらなぁと思います。まぁ、ただ、お金の出し元のほ

うがいやだというとだめなんですけれども、そこんとこは、子ども・子育て会議の

ほうから「そこはちゃんとお金出してよ」「ここは、ちゃんとしてくださいね」と

か何とかみんなで相談してみんなでやりましょうね、ということを是非意見を出し

ていけたらと思います。民間の能力を活用して法人さんのいい実践とかがあって、

それと公立のキッズランドの良いところを混ぜていって一番いいやり方を探って

いけばよいのではないでしょうか。保育士の確保については、民間の方はノウハウ

をお持ちですので、そのいいところをやっていただきたいと思います。そうじゃな

いと運営できないようになってしまいます。初めての委員の方には大変申し訳ない

のですが、わからないところがいっぱいあったと思いますが、例えば安く保育料を

して、サービスを低下させない議論をしてきましたので、これから議論していく中

で、それぞれの立場からご意見いただけたらと思います。 
【委員】私の子どもは認定こども園に通っていますが、キッズランドが民営化になると

聞いていたのですが今日、お話を聞けて、だから民営化なんだなぁということが、

わかってよかったです。 
【会長】町の財政も限られています。こんな状況ですので、加美区と八千代区の保護者

の方の意見を良く聞いておいてください。平日ですが、公開のプレゼンテーション

が開催されますので、子ども・子育て会議委員の皆さんは是非、見に行っていただ

きたいと思います。 
【委員】昨年から委員をさせてもらっていますので、民営化については理解させていた

だいております。保護者の方も公私連携ということで、非常に安心して民営化とい

うことに賛成されたのではないかと思いますので、方法は間違ってないと思います。

民間の能力、国、県からのお金のことについて私はわかりませんが、町当局と連絡

を取り合っていただいて、うまく行くように進めていただいたらと思っております。 
【会長】給料面のお金は大変ですね。これは、保育の質にも関わってくることだとも思

います。 
【委員】公私連携方式は、加美区の方も八千代区の方も一番安心される経営のやり方だ

と思っていましたので、公私連携方式については賛成していました。民間の法人は

裕福ということではなくて、民間も本当に人件費がたくさんかかっていますので、

補助金がたくさん出たからといって裕福になるわけではないんです。民間園は、そ
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れぞれ経営は大変であると思っています。 
【委員】今回もこういう話の中で、当然、地域におられるお子さんが一番であるという

ことは、事実だと思います。１年間人件費を払い続けるということは、厳しいとこ

ろもあります。それをどうカバーしていくかを考えていかなくてはなりませんので

その辺は、考慮いただけたら助かります。 
【会長】町のほうは、できるだけその辺りは、考慮いただけたらと思います。公私連携

は、宍粟市の「ちくさ杉の子こども園」が全国最初で、次に淡路ということになり

ます。全国では兵庫県しかやっていません。やはり、子どものことが一番です。そ

れと、運営側と町とそして、みんなでやっていかないと多可町の財政は持ちません

からね。逆にいうと都会みたいな、あういうことはないと思います。ちょっとした

ごちゃごちゃはあるとは思いますが。次回８月の会議では、選定委員会の結果につ

いてはちょっとわからないかもしれませんが、そのあたりのお話をしながら、皆さ

ん方のご意見をいただきたいと思います。 
【事務局】本日の会議で修正した資料については、５月１９日（金）午後５時以降にホ

ームページにアップする予定です。 
【会長】いろいろご議論いただきまして、ありがとうこさいました。初めて参加いただ

いた委員の皆さんにおかれましては、わかりづらいところが多々あったと思います。

改めてお詫び申しあげます。ちょっとでも雰囲気を感じていただいて次回のときに、

もう少し、いろんなお話が伺えることを期待しております。 
【副会長】本日は、初めての委員さんの参加もありました。その初めての委員さんだか

らこそのご意見もいただきまして、私たち前から委員になっている者も初心に帰っ

たのではないのかなと思っております。そして、この会がもうしばらく続きますの

で、皆さん頑張っていただきたいと思います。この前も会長と少し話しをしたので

すが、この会の重要性は大きいですね、とお話しをしましたが、本当に考えれば考

えるほど大きいと思います。でも、その中で私たちが携われたという思いもありま

すので、それぞれ皆さんでいい意見を出していきながら、頑張っていきたいと思い

ますので、次回もよろしくお願いいたします。本日はどうもありがとうございまし

た。 
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